
受給開始を繰り下げると
年金は増額できます。
75歳で最大84％UP

年金の受給開始時期は60歳から75歳まで
自由に選択できますが、受給開始を遅らせる
ほど、受けとれる年金額は増えていきます。
※65歳以後繰り下げの請求を行うまでの間に在職されている期間があるときは、その間
における在職支給停止に相当する分は、繰り下げによる増額の対象とはなりません。
また、加給年金も増額の対象とはなりません。

65歳からの年金受給を60歳に
繰上げて早く受給開始した場合は、
65歳開始と比べて24%減額注
となります。

注　昭和37年4月1日以前に
　　お生まれの方は、３０％
　　減額となります。

60歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 71歳 72歳 73歳 74歳 75歳70歳

66歳から
増額を開始！
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受給開始時期を自由に選択、増額は生涯続きます
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基 礎 年 金・厚 生 年 金 で 受 給 開 始 時 期 を 変 えることもで きます
「年金のしくみ」については裏面をご覧ください

ご自身 の 生 活 設 計に合 わせて選 択できます。
6 5 歳 を 過ぎ ても別に収 入 がある方は受 給 開 始を
遅らせるという選 択も可 能 です。



○老齢厚生年金を繰り下げる場合、繰り下げ期間中は「加給年金」は支給されません。
※「加給年金」は、老齢厚生年金の受給権者が65歳未満の配偶者や18歳に達した日以後の最初
の3月31日までの間にある子等の生計を維持している場合に、老齢厚生年金に加算されるもの。

○老齢基礎年金を繰り下げる場合、繰り下げ期間中は「振替加算」は支給されません。
※「振替加算」は、上記の加給年金の支給にかかる配偶者が65歳になって以降、当該配偶者の老齢
基礎年金に加給年金から振り替えられる加算。昭和40年度以前に生まれた者のみを対象とした
経過的な給付です。

○65歳以後繰り下げの請求を行うまでの間に在職されている期間があるときは、その間
における在職支給停止に相当する分は、繰り下げによる増額の対象とはなりません。

このほか、低年金者に支給される年金生活者支援給付金、医療保険・介護保険等の自己
負担や保険料、税金に影響がある場合があります。

年 金 の し く み

年金を繰り下げる場合にご注意いただきたいこと

あなたの年金 簡単便利な KKR年金スマートサービスで！

マイナンバーカード認証によるｅ－私書箱を利用して
公務員期間の年金の試算や年金加入記録などの交付依頼ができます。

KKR年金スマートサービス 検 索

❶65歳から年金を受け始める

❷66歳から75歳までに年金を受け始める（繰下げ支給）

❸60歳から64歳までに年金を受け始める（繰上げ支給）

60歳 65歳

老齢厚生年金

老齢基礎年金

繰下げによる増額

繰下げによる増額
66歳～75歳

75歳

65歳～
老齢厚生年金

老齢基礎年金

60歳～64歳 老齢厚生年金

老齢基礎年金

繰上げによる減額

繰上げによる減額

❶❸ ❷
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